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［２］研究経過 

研究の目的：肺癌に対する標準術式は肺葉切除，肺

門縦隔リンパ節郭清であり，Lung Cancer Study 

Groupが行った無作為対照比較試験（Ginsberg RJ, 

et al. Ann Thorac Surg. 1995;60:615-22）の結果，

区域切除を含む縮小手術に移行することなく現在に

至っている．しかし，近年のCT装置の普及により

画像の質的診断が飛躍的に向上し，早期に発見され

る末梢型小型肺癌が増加している．このため末梢型

小型肺癌に対する積極的縮小手術としての区域切除

が注目されているが，その適応については未だ一定

の見解は得られていない（Hattori A, et al. Ann 

Thorac Surg 2012;94:212–15）．肺のリンパ流には

動静脈や気管支と同様の肺門方向への流れのほかに，

胸膜に沿った流れがあることは以前より指摘されて

いる．胸膜近傍に発生した2cm以下の小型肺癌でも

胸膜浸潤を認める症例は少なくなく，このような症

例に対して区域切除を行った場合に，胸膜直下リン

パ流を介した隣接区域転移やリンパ節転移の可能性

が危惧されているが，これまでにこれを検討した報

告はない．本研究の目的は肺区域を超えて隣接区域，

および縦隔胸膜に直接流入する胸膜直下リンパ流の

存在を，インドシアニングリーン（Indocyanine 

green，以下，ICG）を用いて蛍光下に観察し，末

梢型小型肺癌に対する治療戦略を確立することであ

る． 
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吸器外科において肺葉切除，または区域切除を行っ

た症例のうち，胸膜癒着がなく，かつ対象区域が開

胸創から観察可能であった症例を対象とした．手術

開始直後に腫瘍が存在する肺区域に選択的ジェット

換気を行い，含気虚脱ラインのマーキングを行った．

腫瘍周囲の胸膜直下に ICGを注入し，肺区域を超え

て拡がる胸膜直下リンパ流を蛍光カメラ

（HyperEye Medical System，ミズホ株式会社，東

京）により観察した（Figure）．各区域で胸膜直下

リンパ流の有無，区域を超えるか否かについて検討

した．本研究は鹿児島大学医学部・歯学部附属病院

臨床研究倫理委員会の承認の下で行われた．研究打

ち合わせは平成26年12月6日に仙台市にて開催し

たほか，適宜電話，電子メールにて行った． 

 

Figure. 左上葉S4から縦隔リンパ節#6へ 

直接流入する胸膜直下リンパ流の1例 

［３］成果 

 （３－１）研究成果：本年度は以下に示す研究成果

を得た．第一に，胸膜直下リンパ流は半数以上に存

在し，その有無は肺の気腫性変化と有意に相関する

ことが示された（論文投稿中）．第二に肺区域を超え

る胸膜直下リンパ流は48.3%で認められたが，隣接

区域転移やリンパ節転移との因果関係は明らかでは

なかった（論文投稿中）． 

（３－２）波及効果と発展性など：がんの個性に応

じたテーラー・メイド医療が求められる時代となり，

今後早期肺癌においても肺機能を温存した外科治療

が必要不可欠であるが，根治性が損なわれることは

決してあってはならない．本研究の成果は，今後拡

大していくと考えられる積極的縮小手術の適応の確

立に重要な知見を与えるものであり，その意義は極

めて大きいと考える． 
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